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①式典が終わりホッとした笑
顔♪②再会を祝して一枚！
③「○○ちゃんも入って入っ
て！」どんどん増えて、にぎ
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7 8 9

④パレア若狭中庭の光を受け
た明るい廊下を、新成人たち
が会場へと向かいます⑤華や
かな髪飾りとキラキラと輝く

⑥受付係りの皆さん。懐かし
い名前に顔がほころびます⑦
輪になって連絡先交換タイム
♡⑧後ろ姿も美しい振り袖姿
⑨スマートフォンの自撮

やかに記念撮影をす
　るシーンがあちら
　　こちらで

ネイル。ハレの日
の特別な装いで
気持ちを新たに

り機能で記念撮影♪
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　若狭町成人式が 1月 10 日、パレア若狭で行われ、

平成 7年 4月 2日から平成 8年 4月 1日生まれの

191 人が大人としての第一歩を踏み出しました ( 式

典には 163 人が参加しました )。

　華やかな振り袖や真新しいスーツ姿でこの日を迎

えた新成人たちは、同級生らとの再会を喜び、思い

出話に花を咲かせていました。友人同士、スマート

フォンで記念撮影をする様子が会場のあちらこちら

で見られました。

　式典で森下町長は、「常に謙虚な心と感謝の気持

ちを持ち、日本の文化を継承していってほしい」と

祝辞を述べました。新成人らは引き締まった表情で

式典に臨んでいました。

　28 年成人式実行委員会委員長の村田直生さん ( 

能登野・左写真 ) は、「準備は実行委員の方と教育

委員会の方が助けて下さり、スムーズに進めること

ができました。当日も実行委員の的確な誘導のも

と時間通り進めることができたので良かったです。

20 歳となり、家を継ぐことを真剣に考え始め、地

域の付き合いなどにもっと積極的に参加していきた

いと思います！」と話しました。

式典、おごそかに
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成人を迎えて、新しい挑戦を
したいです。勉強している英
語力をもっと高め、政治や社
会情勢にも関心を持っていき
たいと思います。

吉村英
はなえ

恵さん〈三生野〉

看護師を目指し勉強中です。
大人と関わることが多くなり
仕事や将来について考える事
が増えました。人から頼りに
される人になりたいです。

三宅徹さん〈藤井〉

大学で教員になるために勉強
しています。将来は地元に
戻って地域に貢献できるよう
にがんばりたいです！

百田光里さん〈藤井〉

消防士をしています。私が若
狭町民の生命身体財産を守り
ます♥大人としての自覚を忘
れず責任ある行動を心がけた
いと思います。

松宮智希さん〈大鳥羽〉

▼
▼

▼

▼

ハ タ チ を 迎 え て

あなたが思うこと

おしえてください
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詐欺や盗難、未然に防ごう

まま ち の 話 題まま ち の 話 題

「人権週間」人権意識高めよう

　12 月 4 日、鳥羽小学校で、町内の学校給食で
は初めてとなる、シカ肉を使ったカレーライスが
登場しました。これは、県と町の鳥獣害のない里
づくり推進事業を活用して行われたもので、児童
108 人が野生の味を楽しみました。
　農作物被害を防ぐために捕獲されたシカを、海
士坂にある若狭ジビエ工房が県のガイドラインに
沿って食肉加工し、今回初めて学校給食に提供さ
れました。
　児童らは嫌がる様子もなく「臭くない。普通に
美味しい！」と口に運んでいました。12 月 17 日
には、三宅小学校の給食でも提供されました。

給食にシカ肉カレー初登場

　12 月 4 日、町内での犯罪や事故などを未然に
防止するため、年末パトロールが行われました。
　安心安全まちづくり推進会議の委員 9 人が三
方、上中の地域に分かれ、住民の身近な施設であ
る郵便局や JA、コンビ二などを巡回しました。
　委員は、振り込め詐欺や車の盗難、万引き防止
について注意を呼びかけるチラシなどを手渡しな
がら、地域が一体となり安心な町を実現できるよ
う協力を求めていました。

「一人でなやまず相談を！」

万引きやサギ
注意しましょ

う

　12 月 4日、人権週間 (12 月 4日～ 12 月 10 日 )
に合わせ、町内の人権擁護委員が人権啓発活動
を行いました。
　委員は各小中学校を巡回し、人権啓発グッズ
や、校内放送で人権週間に話す文面などを手渡
し、校内での啓発活動に役立ててもらうよう伝
えました。
　また、三方ショッピングセンターレピアとプ
ラント 2 の 2 ヶ所では、買い物に訪れた人に、
啓発リーフレットと粗品の入った袋を手渡し、
人権意識を高めてもらうよう、声をかけていま
した。
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熊川名物で狙え！大食い王

街道のつながりツアーで実感

　12 月 6 日、「御食国若狭と鯖街道」が日本遺産
に認定されたことを記念し、鯖街道のメインルー
ト「若狭街道」を巡るバスツアーが開催され、町
内外から家族づれなど 41 人 が参加しました。鯖
街道の起点・小浜市のいづみ町から遠敷の町並み
を経て、熊川宿を散策するというコースでした。
　熊川宿では語り部の宮本一男さんや宮川直美さ
んが、建物の特徴や歴史などを交えながら参加者
を案内し、ツアーは和やかな雰囲気で幕を閉じま
した。
　参加した小浜市の男性は、「実際に歩いてみて、
小浜市と若狭町の点と点だったスポットが “ 鯖街
道 ” という面として実感できた。さらに活性化し
てほしい」と話しました。

　12 月 5 日、近隣の府県から集まった女性 8人
が熊川の名物を食べる「元祖！大食い王決定戦」
の収録が行われました。テレビ東京が制作するこ
の番組では、地方の逸材を発掘しようと全国を
回って収録をしているそうで、今回は福井県内か
ら 3人が挑戦しました。
　司会の安田大サーカス団長安田さんの合図で始
まった大食いは、熊川を訪れた観光客や地元の人
たちが大勢見守るなか、次々と器が積み上げられ、
見ている人たちからは感嘆の声が上がっていまし
た。この模様は福井テレビで 2月 6 日 ( 土 ) 放送
予定です (放送時間は未定 )。是非ご覧ください！

　三方湖の冬の風物詩「たたき網漁」の初漁が 12
月 6日に行われました。今年は水温が高く、例年
より一週間遅れとなりました。
　鳥浜漁業協同組合の組合員たちがお神酒を捧げ
た後、船を三方湖の中心付近へ進め、高さ 1ｍの
刺し網を 150 ｍほど、ゆっくりと水中に落として
行きます。落とし終わると、今度は元の場所へと
勢いよく船を走らせながら、5.5 ｍほどの青竹を
大きくしならせて水面を叩きます。冷たい水中で
眠っている淡水魚を、湖面を叩いて驚かせ網にか
けるという、全国でも珍しい伝統漁法です。
　湖面に引き上げられた網には、50 ～ 60cm の
大きなコイやヘラブナ、マブナがかかっていまし
た。漁は 3月頃まで行われ、三方地域の料理店で
味わうことができます。

冬の風物詩がはじまりました

バシャ
ーン！

バシャ
ーン！
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ま ち の 話 題

「自分らしさ」って何だろう？

　12 月 9 日、人権擁護委員が三宅小学校を訪れ、
人権教室を開催しました。
　子どもたちは紙芝居「白い魚とサメの子」を鑑
賞し、不器用でみんなにいじめられていた白い魚
が、勇気と優しさで嵐の海から魚たちを救うとい
うストーリーから、「自分らしさ」について考え
ました。委員は最後に「同じ人はいない。世界で
たった 1人の自分と、世界でたった 1人の友達を
大事にしましょう」と語りかけました。
　宮田瑠

る か
霞さん (6 年 ) は「白い魚はいじめられて

もがんばってすごいと思った」。原田こころさん
(6 年 ) は「自分らしさを考える良い機会になった」
と話しました。

人権ポスター応募ありがとう

　熊川小学校が「福井県小学生人権ポスターコン
テスト」の学校賞を受賞し、12 月 15 日、同校で
伝達式が行われました。福井地方法務局敦賀支局
の本多支局長から、藤本校長に感謝状が贈呈され
ました。
　毎年多くの人権ポスターを出品している学校の
取り組みが評価されたもので、昨年のコンテスト
では 121 校から 1680 通の応募があった中、熊川
小学校は非常に高い応募率であったということで
す。
　藤本校長は「子どもたちは一生懸命にポスター
を描いてくれました。感謝状をいただき光栄に思
います」と話しました。

美しい花で新年迎えました

　12 月 28 日、瓜生公民館で迎春用生け花講座が
開催され、14 人が参加しました。
　日本いけばな芸術協会正会員華道専正池坊日本
総華督の吉泉章子さん指導のもと、サンゴミズキ
や枝若松などを使って伝統的な形を基本としなが
らアレンジした生け方を、和気あいあいと学びま
した。
　吉泉さんは「オンシジュームは蝶が羽ばたくよ
うに伸びやかに切って」など、花材それぞれの扱
い方を丁寧に説明しながら講座を進めました。
　参加者は吉泉さんにアドバイスを受けながら、
少し生け方を変えると見違えるほどシンプルで華
やかなアレンジになることに感動し、真剣に花と
向き合っていました。

ちがいをみとめ合うこ
とが大切
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こんな「まちづくりプラン」どう？

　12 月 18 日、三方中学校 3年生が 4月から取り
組んできた「私たちのまちづくりプラン」の発表
会が開催されました。
　5月に町の良いところと問題点を考え、役場各
担当課や里山里海湖研究所などの専門家から話を
聞いて、考えを深めてきました。
　その後、●年縞水族館●外来種釣り大会●神社
見どころパンフレット●レインボーライン活性化
●道の駅●梅農楽舎の設置●方言動画作成●熊川
お見合いイベントの 8つのテーマを決め、10 ～
12 人のグループで提言をまとめました。
　それぞれの提言の趣旨説明と同時に、問題や解
決法なども考えられ、関係者からの質問にもしっ
かりと応えていました。 コウノトリが教えてくれたこと

　12 月 19 日、鳥羽公民館で「コウノトリの野外
定着を目指す地域間の情報交換会」が開催され、
鳥羽谷ビオトープクラブのメンバーや越前市、小
浜市の関係者ら約 50 人が参加し、講演会と情報
交換が行われました。
　日本鳥類保護連盟顧問の林武雄さん ( 越前市 )
が「コウノトリの保護と野生復帰の意義について」
と題して講演し、コウノトリを保護されたご自身
の経験談を織り交ぜながら、福井県とコウノトリ
との歴史を語りました。
　林さんは「かつて農薬の犠牲になったコウノト
リは、自然と人間との共生の大切さを教えてくれ
た。やっと野生の生き物が大事にされる時代に
なった」と話しました。

コウノトリの羽です

豊かな地域資源を活かして！

新しく
なりま

した！
　気持ちよい青空が広がった 12 月 20 日、みそみ
小学校前にリニューアルした三十三公民館「環境
保全型産業学習施設」の竣工式が、同施設で行わ
れました。神事の後、森下町長が「この施設を活
用した人材育成にご協力をお願いします」とあい
さつ。施設では今後、特産品の加工や、産業や環
境に関する講習なども行われる予定です。
　この日は「みそみまつり」も同時開催され、真
新しい公民館で作品展やふるまい、餅つきなどの
イベントに多くの住民が参加し、にぎわいました。
　同施設建設委員会の長江和男委員長は「地域の
人たちの声が反映された施設になった。子どもた
ちも地域での思い出をたくさん作ってほしい。地
域が一層元気になってくれるといい」と話してい
ました。
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ま ち の 話 題

　12 月 28 日夜、三方地域と上中地域で歳末夜間
特別警戒が行われました。
　三方消防団員と町防犯隊三方連隊の出動式は中
央公民館で行われ、森下町長が「今年は大きな災
害や事故もなく過ぎた。みなさんの御精進のおか
げ」と、参加した 85 人の隊員にあいさつしまし
た ( 写真 )。
　上中消防団員と熊川区民は夜回りを行い、「火
の用心、心で用心、目で用心」と防火を呼びかけ
ました。その後、熊川児童館において、集まった
消防車の赤いランプに照らされながら出発式が行
われ、団員らはそれぞれ担当地域のパトロールに
あたりました。

年の瀬の安全、守りました

防 火 意 識 を 新 た に 出 初 式

安全を守っ
てくださる

みなさん

　1月 9日、上中消防団・若狭消防組合上中分署
の消防出初式がパレア若狭で開催されました。
　あいにくの雨模様でしたが、消防団員職員合わ
せて 153 人が参加し、各団のポンプによる一斉放
水訓練が行われ、観閲式、上中庁舎周辺ではパレー
ドが行われました。
　また、式典では、消防組合副管理者である町長
から、平成 27 年を振り返って、大きな災害がな
く火災も起きなかったこと、操法大会での第一分
団 ( 鳥羽 ) の県大会 3位入賞などが話され、引き
続き地域の安全安心を守るよう訓示が行われまし
た。

　勤続等の表彰も行われ、20 年勤続では金田隆
宏さん ( 兼田 )、30 年勤続では田中靖浩さん（市場）
が表彰されました。
　1月 11 日には三方消防団出初式が行われ、鳥
居団長以下団員 129 人が参加しました。
　はす川では、久池副団長指揮のもとに一斉放水
訓練が行われ、緑赤黄色を交えた水が、水面に向
かって弧を描いて落ちて行きました。その後、同
副団長を先頭に、レピア横の道路で分列行進が行
われました。
　雨天のため、観閲式は中央公民館ホールで各中
隊ごとに整列して行われ、町長の訓示等が行われ
ました。
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　1月 5日、熊川小学校の児童を対象に、熊川地
区地域づくり協議会子ども育成部会主催の新春書
き初め大会が熊川公民館で開かれ、21 人の児童
が参加しました。
　講師の鹿野公夫さん ( 仮屋 ) が、書きはじめの
筆の置き方や、字形、文字の中心を揃えるなどの
注意点を説明し、児童は、それぞれの冬休みの宿
題となっている「きれいなはつ日の出を見ました」
「つり」「勇気」「決意」などを、お手本を見なが
ら丁寧に書いていました。
　隣の社会福祉協議会の施設「ほたる熊川宿」の
利用者も見学に訪れ、顔をほころばせて児童の様
子を見ていました。

　参加者は、神社へ向かう坂道に息を切らせ、参
道の階段を駆け上がり、参拝を終えて農楽舎への
坂道を、お喋りしながらゆっくりとゴールしてい
ました。
　ぜんざいのふるまいと抽選会が行われ、新年初
の顔合わせを楽しんでいました。

みんなで書初め姿勢正して

新 春 ☆ 元 気 に 走 り 初 め

　1月 1日、野木地区新春ジョギングが開催され、
約 200 人の地区住民が元気よく参加しました。
　例年より暖かい朝 8時。新年の挨拶を交わしな
がら、ラジオ体操をして野木公民館を出発。桂林
寺で鐘をつき、岩上神社を参拝するコース。
　走る子どもたちはあっという間にゴールし、後
からゆっくりゴールするウォーキング参加の大人
たちを待って抽選会が行われていました。
　1月 2日には瓜生地区新春ジョギング大会が行
われ、農楽舎から恵比須神社までの往復 2kmの
コースに、130 人が参加しました。

えびす神社
のとりいを

くぐる

野木地区スタートの様子
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若狭町人権意識高揚大会
～“やさしいきもち”になろうよ～

情 報情情情 報 B情情 報 Ｂ Ｏ Ｘ情 報情 報情 報情 報 B OB O XX情 報情 B O XＯ Ｘ情情
　　 　 　 　

中国を知ろう！

冬季は積雪により水道メーターの検針ができない
場合がありますので、メーター周りの除雪に
ご協力ください。積雪で検針ができない場合は、
前月までの使用水量を参考に、概算で料金を

徴収させていただきます。その後、
検針ができるようになった月に、実際の料金との
差額を加減調整して精算させていただきます。

また、豪雪などで長期間にわたり検針ができない
場合は、検針ができる月まで概算の料金で
徴収させていただきますのでご了承ください。

■凍結による漏水対策について
　冬季には、ご家庭の屋外配管が凍結により破損
　して漏水することがあります。
　凍結のおそれのある配管は、日常的な点検や
　タオルで保温するなどの対策にご協力ください。
　特に、集落センターや寺社など人が住んでいない
　建物の点検と対策をお願いします。

問い合わせ：水道課　TEL 0770-45-9103

積雪時の水道メーター検針について

月に 3回程度日曜日に登校し、
レポートを提出しながら学びます。

年齢に関係なく多くの中高年の方が卒業し、
在校生の最高齢は 72 歳です。

関心のある方は、下記の個別相談会にご参加
ください。事前に電話での予約をお願いします。

■個別相談会：
     2 月 14 日 ( 日 )、2 月 28 日 ( 日 )、3 月 13 日 ( 日 )
■窓口出願受付日時：
     3月16日 (水 )、17日 (木 )、 18日 (金 )、25日 (金 )
                                             以上、午前 9時～午後 4時
     3 月 28 日 ( 月 )  午前 9時～正午
■郵送出願締切：
     3 月 28 日 ( 月 ) 正午までに到着したもの

問い合わせ：県立道守高校通信制入学係
　　TEL  0776-36-1184

道守高校通信制生徒募集！

徐々に視力と視野を失っていく中で、たくさんの
困難に真正面から向き合い、「夢は必ず叶う」と信じ、

音楽家という夢を叶えた前川裕美さん。
日本とアメリカでの様々な出会いと経験を通じて
得た多くのことを、わかりやすいお話と心に響く

音楽で私たちに伝えてくれます。

■日時：2月 21 日（日）9:30 ～ 12:00
■会場：パレア若狭　音楽ホール
■内容：人権メッセージ表彰
　　　　人権講演会
　            　『前川裕美トーク＆ピアノの弾き語り』
　            　講　師▷作曲家・演奏家  前川裕美氏
　　　   　テーマ▷夢見る力を信じて
                                　 ～ともに生きる未来へ～
■入場無料
　但し、入場券が必要です。パレア若狭又は
　教育委員会事務局でお受け取りください。

問い合わせ：教育委員会事務局
 TEL   0770-45-2222

簡単な中国語で、
中国の文化を楽しく学んでみませんか？

■日時：
　 2 月 25 日（木）、3月 3日（木）、3月 10 日（木）
　18：30 ～ 20：00（全 3回）
■場所： 福井県国際交流嶺南センター
　　　  （敦賀市神楽町 1丁目 4-26）
■内容： 簡単な中国語で中国文化を紹介します
■講師： 楼

ろ う く い

君唯氏
　　　  （福井県国際交流員、中国浙江省出身）
■対象：日常会話程度の中国語が理解でき 、
　　　　中国文化に興味のある方
　　　  （講座は原則として中国語で行います）
■定員：15 人（要申込み）
■参加費：500 円／回
　　　（3回シリーズですが、1回のみの参加も可）

申し込み・問い合わせ：
福井県国際交流嶺南センター

TEL  0770-21-3455 / FAX  0770-21-3441
Mail  reinan@f-i-a.or.jp
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日常生活における事故防止及びその手法について、
救急法救急員の養成講習会を実施します。

■日時： 2 月 13 日（土）、20 日（土）、21 日（日）
　　　　受付 8：30 ～ 8：50　開会 9：00
■場所： 若狭町働く婦人の家   2 階和室
■定員：30 人（満 15 歳以上の方）

■受講料：新規受講者　　 3,200 円 (3 日間受講 )
　　　　　資格継続受講者　800 円 (1 日間受講 )
　　　　　復習受講者　　　100 円 (1 日間受講 )

※平成 25 年に新規資格取得もしくは更新された
　方で平成 27 年に資格継続を受けていない方、
　および平成 26 年に新規資格取得もしくは更新
　された方は、資格継続受講が必要です。

申し込み・問い合わせ：福祉課
TEL  0770-62-2703

赤十字救急法救急員養成講習会 若狭トンネル通行止めのお知らせ

若狭梅街道線田上・無悪間の若狭トンネルに
おいて、トンネル内の照明設備や

コンクリート覆工の剥落対策工事のため
片側交互通行で工事を実施していますが、

工事中の安全性向上のため
次の期間中は全面通行止めで工事を実施します。

若狭トンネルを利用される皆さまには
大変ご不便をおかけしますが、

国道 27 号等へ迂回いただきますよう
ご協力をお願いします。

■通行止め箇所：若狭トンネル
■規制期間等：平成 28 年 2月 15 日（月）～
                              平成 28 年 3月 5日（土）
 　                          9：00 ～ 17：00
　                      ※日曜日は、規制が解除されます

問い合わせ：福井県嶺南振興局二州農林部
　　　　農村整備課保全グループ

　 TEL  0770-22-0108

スプレー缶の捨て方について

●ガスの抜き方
　スプレー缶・カセットボンベを完全に使い切っ
てください。振って音がしないことを確かめてく
ださい。使い切れない物は中のガスを抜きましょ
う。

 ・スプレー缶には残ガス排出機構が装着されてい
　ます。それぞれの商品で排出機構が違いますの
　で，使い方については商品記載のお客さま相談
　室や販売元にお尋ねください。
 
※不燃性ガス使用商品やガス量の少ない商品には
　残ガス排出機構が付いていません。使い切れな
　い場合はメーカーにご相談ください。
 
　カセットボンベから手作業でガスを抜くには，
ボンベのキャップをはずし，ボンベを逆さまにし
て先端部分を下にし，コンクリートなどの堅いと
ころに押し付ければガスが排出されます。火気の
無い，風通しのよい場所で少しずつ抜いてくださ
い。

　どうしても使い切れない場合や，ガスを抜くこ
とができない場合は，商品に表示されているメー
カーにお問い合わせください。

●穴のあけ方
　ガスが残っていないことを確認しましたら，市
販のガス缶用穴あけ機で穴を開けてください。
　ガスをすべて抜いていても，缶の中にはガスが
多少残っていることがあります。穴を開ける時も
火気の無い，風通しのよい屋外で行いましょう。

・釘とハンマーで穴を開けようとすると火花が散っ　
　て残ったガスに引火する可能性があり危険です。
・穴あけを台所で行うと，コンロや湯沸かし器の
　火により引火する可能性があります。屋外で行っ
　てください。

問い合わせ：環境安全課
 TEL   0770-45-9126
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情 報 B O X

　　　　 　

応援してくれてありがとう！

ふるさと納税でご寄付いただいたお金は、三方五湖などの自然環境の保全、

熊川宿などの歴史文化遺産の保全や子育て支援などに使わせていただきます。

たくさんの寄付をありがとうございました。

【12 月にふるさと納税していただいた方】

山田 有則様、伊東 祐都様、佐藤 充輝様、山本 幸太郎様、細川 茂幸様、熊代 まり子様、
松田 充広様、山崎 義彰様、金子 建太郎様、阿部 清英様、黒石 和宏様、小賀 厚徳様、

前江田 裕三様、川合 祥吾様、副島 之彦様、植田 豊様、中里 友則様、中村 あさよ様、野口 昌男様、
鈴木 一夫様、二村 成美様、松尾 厚様、小林 道生様、谷島 豊様、明知 芳朗様、好本 秀明様、

山崎 健治様、阪口 直人様、冨坂 竜矢様、荒内 直哉様、藤原 浩様、石橋 芳正様、
飯塚 剛吉朗様、吉田 泰一様、丹羽 朝信様、中川 慧様、中居 路博様、風祭 喜久夫様、真島 実様、
横山 秀樹様、小澤 省三様、長谷川 和宏様、中村 忠司様、樋口 隆之様、近藤 直美様、多田 裕一様、
髙井 勝由様、松宮 清文様、佐竹 一郎様、井上 佳之様、福島 安秀様、齋藤 栄司様、原 昌之様、
須原 寛樹様、岡本 一代様、富永 基史様、森本 健一様、深沢 明子様、小島 彰一郎様、

河内 秀雄様、林 彰宏様、陳 興発様、宮本 紀子様、渡邉 裕介様、仲岡 宏治様、大塩 敏夫様、
関口 達則様、三浦 聡様、菅沼 優之様、岩谷 光貴様、二村 友明様、箭内 宏様、多賀 智治様、
野村 博之様、鈴木 亜紀子様、前田 英夫様、田中 英二様、稲垣 敏志様、土田 雄太様、

中嶋 久和様、板東 秀晃様、高井 計弘様、村田 徹次様、久保 尚史様、田重田 栄典様、松田 清孝様、
森山 昌秀様、三駄 寛之様、成田 考弘様、辻本 康一郎様、高橋 英明様、中西 幸男様、
永久保 昇治様、吉田 崇志様、吉田 徹様、小倉 美穂様、佐久間 崇様、山口 雅弘様、

棚橋 健様、斎藤 治様、安田 武様、伊藤 公一様、越後 茂之様、永田 貞子様、赤塚 美保様、
納 忠司様、森 篤史様、中嶋 慶之様、新町 規雄様、渡邊 哲雄様、菅野 公一郎様、寺下 和志様、

白木 俊雄様、金子 弥生様、櫻井 稚子様、福田 忠義様、久野 広滋様、坂下 幸三様、
白澤 めぐみ様、牧野 郁雄様、上原 直也様、松永 直樹様、杉崎 記美代様、阿部 仁様、田中 豪一様、
石井 賢治様、廣瀬 景一様、漆館 宗太様、齊藤 直美様、宮浦 功一様、安藤 連様、室谷 忠様、
早見 公志様、多田 彩子様、市村 満宏様、新町 規雄様、瀧川 浩主様、土肥 隆宏様、関山 太郎様、
生田 純也様、金子 桂一様、大島 浩樹様、銭谷 広毅様、永松 馨介様、武藤 裕士様、杉田 真司様、

他匿名 856 名様

　【12 月のふるさと応援寄付金額】
２２，０１５，３３０円

問い合わせ：総務課　TEL 0770-45-9109
申し込み：町のホームページ、ふるさとチョイス



15

住民税の申告受付けについて

平成 27年分 ( 平成 28 年度 ) の住民税の申告受付け期間は
2月 16 日（火）～ 3月 15 日（火）です。

今年の申告相談日程は下記のとおりです。
申告相談では町県民税（住民税）の申告のほか、給与所得者の還付申告など簡易な所得税確定申告に限り

受付しております。営業所得等の青色申告、株式等の譲渡所得、連帯債務のある住宅借入金特別控除、損益通算、
繰越控除の確定申告がある方は若狭町役場では受付けが出来ませんので、敦賀税務署（電話 0770-22-1010）にて
申告をお願いします。なお、税理士相談日には e-tax に関することなどの税理士による税に関する無料相談を
受付けておりますので、相談のある方は集落にかかわらずお越しください。( 税理士相談日 2/16, 2/17, 2/18, 2/19)

○申告相談日程（該当する集落の日に都合がつかない場合は他の日にお越しください。）
三方会場：役場三方庁舎 ２階 第１会議室　　　　　　  　　 上中会場：役場上中庁舎 ２階 第１会議室
受付時間：9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30　　　　　　　　　受付時間：9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30

☆相談の際には事前に準備をしましょう
　申告相談にお越しの際には事前に次のような準備をして、相談時間の短縮にご協力をお願いします。
　・医療費控除を受ける方は、平成 27 年中に支払った医療費の合計額を計算して下さい。
　・営業所得や農業所得のある方は、収入金額および経費などをまとめ、収支内訳書を作成して下さい。
☆申告に必要なもの
　・印鑑
　・収入金額がわかるもの（給料や年金等の源泉徴収票、支払調書、帳簿など）
　・支払った経費がわかるもの（領収書や明細書など）
　・控除を受けるための支払額の証明書（生命保険・地震保険等の控除証明書、国民年金保険料控除証明書）
　・医療費の支払額が分かる領収書など（保険で補てんされた場合は保険の支払額が分かる書類）
　・還付先の口座番号が分かるもの（通帳やそのコピーなど）

○所得の無い方でも申告が必要な場合があります
　所得の無い方でも次のような場合に該当する方は、所得の無い申告が必要となります。
　・所得証明が必要な方　　　（奨学金を申請する時、勤務先に家族の扶養申請が必要な時など）
　・各種減免制度を受ける方　（国民健康保険税の軽減、国民年金の免除申請、医療費の限度額認定など）
　※要介護認定１以上の認定を受けておられる高齢者は、申告すると障害者控除の対象となる場合があります。
　　この場合、あらかじめ町長の発行する認定書の交付が必要となります（問い合わせ：福祉課 )

問い合わせ：税務住民課   TEL  0770-45-9101/ 福祉課   TEL  0770-62-2703
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掲載者募集

お子様の成長の記念として、広報わかさに掲載しま
せんか。詳しくは右の応募方法をご覧ください。

17

　12 月 5 日に福井県産業会館で行われた「平
成27年度元気なふるさとづくり県民のつどい」
において、みそみ地区の女性 7 人と子ども 6
人で結成された「みそみ SunSun 会」が、「元
気なふるさとづくり活動賞」の奨励賞を受賞し、
12 月 17 日、森下町長へ受賞報告をしました。
　この賞は、地域住民が自主的に結成し運営し
ている団体や企業などが、地域づくりや人づく
り活動に2年以上取り組み成果を上げている団

みそみ SunSun 会のみなさんおめでとう！

体に贈られるもので、同会は地区敬老会や秋祭
りなどで出し物をしたり、町内で行われるイベ
ントでは地元食材である梨などを使ったスイー
ツを作って販売するなど、子どものアイデアも
取り入れながら積極的に活動していることが評
価されました。
　報告に訪れたメンバーは「おもしろくなけれ
ば続かない。楽しみながら続けて行きたい」と
話していました。
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若狭町では 2016 年 3 月、「発酵食」をテーマにした国際シンポジウムを開催します！

これは、発酵をはじめとする食文化の魅力を国内外に発信し、

交流人口の増加と地域活性化を目指すものです。

先月号に引き続き今月号でも、若狭町の発酵食を訪ねました。

麹をつかった な れ ず し

「麹」ってなんでしょう

　麹は、主に蒸した米や麦、大豆などの穀類に麹菌を加

えて繁殖させたもので、その麹菌の酵素が美味しい発酵
食品を生み出します。日本酒や味噌、醤油、酢など、日
本で古くから使われてきた調味料は、ほとんどが麹を使っ
た発酵食品。麹菌が生息できるのは、適度な温度と湿度
がある地域だけで、温暖多湿な日本の気候風土がとても
適しています。

発酵文化の国際シンポジウム特集 Vol.2

3 月 11 ・12 ・13 日開催3 月 11 ・12 ・13 日開催

「振り返れば未来の道・発酵街道」

　昨年 4 月に日本遺産に認定され

た鯖街道・熊川宿を拠点に開催。

若い世代に文化を伝え、外国人誘

客にもつなげていくことを目的と

したシンポジウム。若狭町で盛ん

な、ぬか漬けや味噌などの「発酵食」

をテーマに、イタリアから食の専

門家を招きパネルディスカッショ

ンなどを行います。関西地域から

留学生などを招待し、和食をテー

マにした食フェアも開催します。

発酵文化の国際シンポジウム
3 月 11 ・12・13 日開催

こうじ



森下さんがあらかじめ塩出しをして
くださった鯖のへしこを使いました

炊いた米を冷まし麹を混ぜる

鯖のなれずし
ができるまで

塩出しをしたへしこの
薄皮をむく

鯖を水で洗う。森下さんの
爪は作業しやすいよう
三角形になっています！

米と麹を混ぜたものを
酢にくぐらせた
鯖のお腹に詰める

均等に重しが乗るよう
樽に詰めていく。

背骨に重しが乗るとうまく
つからないので腹を上にする

約 2週間後、完成！

　三方公民館では 12 月 16 日、民宿
佐助の森下佐

すけひこ

彦さん ( 小浜市田烏 )
を講師に招いた「なれずしづくり講
習会」が初めて開かれました。地域
の方々約 20 人が参加し、へしこか
ら作るなれずしの作り方を学びまし
た。この日は一年間に及ぶ工程の中
の一部を体験。
　森下さんは仕事の傍ら、昔から伝
わる郷土料理を伝承していってほし
いとの願いを込めて公民館などを回
られています。
　今回は森下さんが漬け込んだ天然
の鯖のへしこを使いました。
　へしこから作るなれずしには、生
臭さがないのが特徴。　
　講座の冒頭で森下さんは「今は何
でも出来合いのものを買える時代な

ので、食品を一から作ることが少な
くなった。でも一から作ることは食
の基本で、手づくりのものには人の
気持ちが入る。手間がかかるものだ
からこそ、手づくりを大切にしてほ
しい」と話し、最後に「先人が知恵
を絞り、手間がかかってもおいしさ
を求め、たどり着いたのがなれずし
です。郷土料理は、ひとりで作って
いても途切れてしまうから、地域の
みなさんで続けていってほしい。地
域ごとの伝承料理を伝えていくこと
がみなさんの使命です」と、力強く
話されました。
　森下さんが持ってこられたなれず
しを試食した参加者は、「身がしまっ
ていて、全然生臭さがなく、おいし
い！」と驚いていました。

へしこの薄皮をむく。この作業が大変！みなさん集中されています。
「すごい油！」「難しいけど、きれいにむけると気持ちいい～」

米と麹を混ぜたものを鯖のお腹に詰めていきます。まずはお手本！

たっぷり詰まりました

森下さんのなれずし試食。おいしい！

19
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くらしのカレンダー問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚

　　    1     

  2         3        

  4         5       6  

  7         8          9

今月の表紙
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麹をつかったニシンの寿し
発酵文化の国際シンポジウム特集 Vol.2

たいしたもん屋や道の駅熊川宿の朝市でお漬物を販売している島津栄子さん ( 小原 ) に、
ニシンの寿しの作り方を教えていただきました。

つくりかた

①大根は、大根の重さに対して 3%の塩で

　5～ 7日押しておき、漬けこむ日に水を

　切っておきます。

②麹は、50 ～ 60 度のお湯に浸けてふやか

　して保温。こうしておくと、麹の発酵が

　進みやすく、早く食べることができます。

③ニシンを米のとぎ汁かお湯で洗い、みり

　ん、酒、醤油を合わせて、好みの味を作

　り、ニシンを 2～ 3時間浸けておきます。

④漬け物樽に、大根、ニシン、麹を、平ら

　にしながら順に詰めて行きます ( 彩りや

　好みで、昆布やにんじん、柚子などを刻

　んで入れると見た目も香りも良くなります )

⑤ニシンを浸けていた汁も最後に樽に入れ、

　重石をします。10 日ほどで食べられ、1ヶ

　月程度はおいしく食べることができます。

　島津さんが道の駅を訪れる県外の方とお話をされ
ると、麹と魚の漬け物は、滋賀・福井より北の地域
の人には喜ばれるそうですが、京都・大阪方面の人
は酢や醤油、味噌漬けなどを好まれるそうです。
　この違いは、これまで作られてきた場所に関係が
ありそうですが、麹の発酵温度や湿度などとの関連
があるのか、それとも、魚の流通と関係があるのか
…なんだか少し調べてみたくなりますね。　

(左 ) ていねいに仕込みをされる島津さん。( 上 ) 昆布、にんじん、柚子な
どもお好みで加えて。( 下 ) できあがったニシンの寿し！

こうじ


